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―湾岸・アラビア半島地域ニュース― 
サウジアラビア：「国家人口委員会」の新設           （7月 17日付現地紙） 

 

1. 昨日（7 月 16 日）、閣議で人口に関する政策および戦略を検討する「国家人口委員会」

の設立が承認された。 

 

2. 同委員会は、経済企画大臣をヘッドとし、サウジアラビアの増大する人口に対する保健、

教育、社会、労働、財政に関する諸問題について検討し、今後のサウジアラビアの開発

計画や開発戦略に反映させるべき政策の提言を目的としている。 

 

3. 同委員会のメンバーは、委員長の経済企画大臣の他、内務省、保健省、高等教育省、教

育省、社会問題省、労働省、経済企画省の各次官と委員長が指名する人口問題専門家 2

名で構成される。 

 

（注：サウジアラビアでは、予てより急激な人口増加に伴う若年層の失業が社会問題となっ

ており、その対策が最優先課題となっている。これまで労働力のサウジ人化政策として、

サウジ人の雇用促進、特定職種に対するサウジ人雇用の義務化、教育、職業訓練など様々

な取り組みが行われている。今回、より効果的な対策実施に向けて、政府一体となった本

委員会が設置された。） 
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